
金
滞
古
蹟
志
巻
十

き
と
て
.
御
家
を
立
退
き
け
り
。
扱
三
年
過
ぎ
て
御
図
へ
飾
り
来
り
、

年
者
中
へ
申
す
は
、
我
等
方
々
か
せ
ぎ
候
へ
ど
も
.
千
石
に
抱
え
申

す
方
鮭
…
u

之
、
是
ゆ
ゑ
御
家
の
御
恩
を
存
じ
た
り
。
殉
死
可
v

仕
候
問
、

検
伎
を
被
v
下
候
へ
と
願
ひ
け
れ
ば
、
年
寄
中
そ
の
湖
な
ら
ば
可
ν
訟
。

今
に
至
り
て
は
此
の
方
食
品
目
間
無
ν
之
事
也
。
勝
手
次
第
K
被
ν
致
候
へ

と
の
返
答
也
。
勘
兵
衛
此
の
上
は
是
非
も
在
し
と
て
貧
国
寺
へ
行
き

け
れ
ど
も
、
山
門
よ
り
内
へ
入
れ
ざ
る
ゆ
ゑ
‘
山
門
の
外
に
て
廷
を

数
量
切
腹
す
。
死
期
に
勘
兵
衛
旬
り
て
臼
〈
、
侍
の
義
理
を
不
μ

知
者

品叫
O

箆
の
上
に
て
か
や
う
な
る
仕
形
、
是
非
も
た
き
仕
合
危
り
と
怒

り
て
肢
を
切
り
た
り
と
也
。
祖
国
押
な
れ
ど
も
、
円
札
等
評
判
の
意
気
也
。

辿
も
殉
死
す
る
な
ら
ば
、御
逝
去
の
間
切
腹
せ
ば
、
子
孫
ま
で
も
栄
え

ん
と
云
々
。
さ
れ
北
ハ
右
落
合
勘
解
耐
水
野
勘
兵
衛
雨
人
は
‘
三
登
記

K
-h岬
陣
織
部
落
合
勘
解
出
・
武
部
九
蹴
・磯
松
左
内
水
野
勘
兵
衛

此
の
人
々
絵
り
陀
堪
へ
か
ね
.
叩
凶
染
の
姿
と
成
り
.
待
感
の
頓
生
菩

提
を
新
り
奉
り
修
行
に
出
で
た
り
と
あ
れ
ば
、
前
町
制
の
僻
訟
は
共
の

本
質
に
迷
ひ
け
ん
。
若
し
く
は
仰
附
の
日
絞
り
な
ら
ん
か
。
水
野
勘
兵

街
は
究
班
凶
年
の
士
幌
陀
、
馬
廻
溌
呑
左
馬
助
江
守
宇
兵
衛
組
千

石
水
野
勘
兵
衛
と
あ
り
て
、
浅
井
加
右
衛
門
と
同
知
行
也
。
落
合
勘

R
八

解
由
が
名
は
見
h
A
r。
思
ふ
陀
前
期
落
合
制
解
由
と
水
野
助
兵
衛
と

の
俳
話
は
.
何
れ
か
一
人
の
俳
話
な
る
を
過
聞
し
て
、
雨
入
の
都
と

在
し
た
る
に
で
も
あ
ら
ん
か
。
品
川
能
く
追
考
す
る
に
、
=
一
登
記
異
本

追
加
に
、
溶
合
勘
解
・
聞
は
見
小
姓
立

K
て
御
近
習
陀
-
抵
候
す
。
さ
せ

る
御
奉
公
も
ιな
か
り
し
か
ど
も
、
一
か
ど
御
知
行
被
v
下
御
取
立
被
ν

成
、
御
心
易
く
召
仕
は
れ
、
路
々
の
身
上
と
在
り
て
御
恩
厚
〈
荻
り

け
る
ゆ
主
、
此
度
殉
死
可
ν
仕
彪
陀
さ
も
な
か
り
し
か
ぽ
、
利
常
卿
御

立
腹
遊
ば
し
‘
此
皮
腹
を
も
切
り
御
供
可
v
仕
旨
御
意
有
り
し
か
ば
、

勘
解
由
市
上
げ
る
は
.
御
存
生
K
御
奉
公
申
上
‘

一
分
身
の
立
つ
御

知
行
被
ν
下
と
て
、
追
腹
仕
る
べ
き
程
の
儀
に
は
あ
ら
宇
と
申
し
け

り
。
共
の
段
別
常
卿
附
召
さ
れ
、
左
様
の
恩
主
知
ざ
る
非
義
者
に
は

詰
腹
き
ら
せ
よ
と
御
窓
K
て
、
伴
八
矢
に
仰
付
け
ら
れ
、
訪
腹
を
切

ら
せ
ら
る
。
南
部
級
部
・
武
部
九
政
磁
松
市
郎
兵
衛
・
赴
も
御
厚
恩

を
絞
り
て
、
安
し
く
打
過
ぐ
べ
き
身
不
ν
成
比
、
共
の
位
打
過
ぐ
る
事

有
る
べ
か
ら
や
'
と
て
、
落
髪
し
て
能
州
惣
持
寺
へ
艶
居
被
町
一
仰
付
-
た

り
。
叉
水
野
勘
兵
衛
は
、
是
も
御
思
を
厚
〈
談
り
た
れ
ば
と
て
、
せ
め

て
落
髪
し
て
御
位
牌
の
御
呑
成
共
可
ν
勘
と
て
‘
天
徳
院
に
相
訪
.
御

配
膳
の
勤
め

F
在
す
。
共
の
後
知
行
主
法
上
げ
、

江
戸
へ
趣
き
御
菩
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